
デュー・ディリジェンス事例集

※以下の事例は、現状の海外での取組のレベルを知る参考資料
としてご紹介させていただくものとなります。



1

Bouygues（2023 UNIVERSAL REGISTRATION DCUMENT)

①自社の注意義務計画が経営層に報告されるプロセス
が端的に表現されている。（一方で、それが経営層に
如何なる形で検討されていいるかは不明）（p226）
②また、注意義務計画の構築については、部門横断的
な責任関係が存在することが見て取れる。（p230）

①

②
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2

Puma（Annual Report 2023）

ダブルマテリアリティの評価について、様々な会議
体が複層的に関与していることが理解できるほか、
どういった事項を議論したかも含めて開示を行って
いる。（p36） 2



3

キリンホールディングス（1/2）（統合レポート2024）

取締役会で、気候変動・自然資本・循環型社会等のグ
ループ環境業務の執行を監督していることを明示する
とともに、如何なる報告がなされているか、具体的に
開示している。（p82・83）
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4

キリンホールディングス（2/2）（環境報告書2024）

①サステナビリティを扱うグループCSV委員会等で複数回
環境課題について検討がされているほか、取締役会やグ
ループ経営戦略会議においても、環境課題について検討が
行われ、その実績を明示している。（p14）
②如何なる会議体・人が、如何なる事項にどのように関与
しているかを具体的に開示している。（同） 4



5

Enel （SUSTAINABILITY REPORT 2023）

①ステークホルダーやリスクを特定する手順が順を
追って開示されている。（p38～39）
②ステークホルダーとのエンゲージメントの内容や回
数、優先すべきトピックについもて記載している。
（p42）

①
5

②



6

Casino Guichard-Perrachon（2023 UNIVERSAL REGISTRATION DCUMENT）

①深刻な人権・環境リスクの特定のため、具体的に
どのようなステークホルダーと対話しているかにつ
いて開示を行っている。（p308）
②ステークホルダーから注意喚起が行われたリスク
について開示を行っている。（p327）①

②

6

※当社についてはサプライヤーである牛肉生産者による違法な森林伐採、
土地の強制収容に関し、多数の報道や証拠があるにも関わらず、当該地
域を注意義務の対象範囲に含めず、サプライチェーンのモニタリング・
方針実行を怠っているとの訴訟が提起されている。



7

Zalando（1/2）（Sustainability  Report 2023）

①グリーバンスメカニズムが42もの言語でWeb、
アプリ、ホットラインにより利用可能（p41）。
②当該メカニズムに係る対応結果が端的に記載され
ており、実際に当該メカニズムが利用されているこ
とが理解できる。（p41～42） 7

①

②



8

Zalando（2/2）（Zalando Speak Up Rules of Procedure）

Webのツール（掲載しているのは日本語版）では、
報告可能な内容、報告手続（社内外いずれのルート
についても存在）、報告後の対応内容、具体的に説
明されているほか、匿名性の確保も謳われている。
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